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通
常
総
会
を
終
え
て�

第61回

　
中
標
津
町
農
協
第
61
回
通
常
総
会
が
6
月
10
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
で
開
催
さ
れ
、

平
成
19
年
度
事
業
報
告
と
平
成
20
年
度
事
業
計
画
、
定
款
変
更
な
ど
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案

第
11
号
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
�

代
表
理
事
組
合
長
　
�

　
O
橋
 
勝
義
�

　
総
会
の
成
立
で
は
農
繁
期
前
の
多
忙
な

時
期
に
も
関
わ
ら
ず
組
合
員
１
７
４
名
（
本

人
出
席
１
０
７
名
、
書
面
及
び
代
理
出
席

67
名
）
が
出
席
し
、
議
長
に
は
俵

橋
地
区
の
山
本
清
氏
、
俣
落
地
区

の
小
山
茂
氏
が
推
薦
さ
れ
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
�

　
先
に
特
別
議
決
事
項
で
あ
る
議

案
第
７
号
「
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
議
案
第
10
号
「
定
款
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
」
関
連
事
項
で
議

案
第
８
号
「
役
員
報
酬
の
支
給
に

つ
い
て
」
議
案
第
９
号
「
退
任
役

員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給

に
つ
い
て
」
議
案
第
11
号
「
信
用

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

乾
参
事
の
議
案
説
明
後
、
審
議
の

結
果
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
�

　
続
い
て
議
案
第
１
号
「
平
成
19

年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及

び
注
記
表
の
承
認
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
生
産
活
動
で
は
生

乳
生
産
１
１
９,

４
９
９
㌧
前
年
対
比
１

０
２
％
と
な
り
、
飼
料
価
格
や
原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
り
、
生
産
努
力
を
所
得
に
結

び
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
近
年
に
な
い
厳

し
い
年
と
な
り
、
畑
作
で
は
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
と
に
よ
り
全
般
的
に
良
好
な
成
績

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
農
協

事
業
で
は
組
合
員
の
皆
様
と
同
様
、
穀
物

の
高
騰
に
よ
り
大
幅
な
飼
料
の
値
上
げ
に

加
え
、
枝
肉
価
格
の
低
迷
も
重
な
り
肉
牛

生
産
セ
ン
タ
ー
は
大
き
く
苦
戦
を
強
い
ら

れ
、
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
「
あ
る
る
」
で

は
大
型
複
合
施
設
の
影
響
で
苦
戦
を
強
い

ら
れ
る
中
、
利
用
者
懇
談
会
に
お
け
る
消

費
者
の
声
を
参
考
に
利
用
し
や
す
く
親
し

ま
れ
る
店
づ
く
り
に
努
め
た
こ
と
か
ら
当

初
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

な
ど
、
事
業
総
体
で
当
期
剰
余
金
２
０,

２
１
１,

９
３
８
円
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
た
旨
の
説
明
後
、
土
井
上
代
表
監
事

よ
り
監
査
報
告
を
受
け
、
出
席
組
合
員
満
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盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
一
番
草
の
収
穫
で
日
々
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
早
い
も
の
で
一
年
の
半
分
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
々
の
経
過
が
年
々

早
く
感
じ
る
今
日
で
あ
り
ま
す
。
�

　
さ
て
、
去
る
６
月
10
日
に
第
61
回
通

常
総
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
に
な
い
く
ら
い
大
変
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
議
案
第
１
号
か
ら
報
告
事
項
に
至
る
ま

で
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
持
を

い
た
だ
き
、
全
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
今
年
は
役
員
の
改
選
期
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
新
役
員
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
す
。
総
会
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

20
年
度
以
降
の
農
協
の
体
制
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
引
き
続
き
私
が
代
表
理
事
組

合
長
を
仰
せ
つ
か
り
４
期
目
の
大
役
に
あ

ら
た
め
て
緊
張
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
�

　
総
会
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
た
と
お
り

今
般
の
状
況
は
過
去
を
振
り
返
っ
て
も

先
を
見
て
も
大
変
課
題
の
多
い
状
況
が

続
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
農
協
の

運
営
は
日
々
止
ま
る
こ
と
な
く
続
い
て

い
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
共
は
役
員

と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
引
き
続
き

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
総
会
で
承
認
い
た
だ
い
た
第
６
次
農
業

振
興
計
画
な
ら
び
に
20
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
最
大
限
結
果
を
出
す
よ
う
努
力
す

る
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
私
は
常
に
自
分
な
り
の
テ
ー
マ
を
持
っ

て
組
合
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
４
期
目
も
自
分
の
目
指
す
テ
ー
マ
を

も
っ
て
実
現
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
多
く
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

現
在
あ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
い
限

り
次
の
一
手
を
示
す
こ
と
も
難
し
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
食
を
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
日
本
の
農

業
を
国
や
道
に
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
に
組
合
員
の
目
指
す

将
来
像
が
描
け
る
よ
う
に
農
協
が
お
手
伝

い
で
き
る
形
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
強

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
食
に
関
わ
る
世
界

の
大
き
な
う
ね
り
は
過
去
に
な
い
状
況
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
が
故
に
組
合
員
の

経
営
と
家
族
を
守
る
前
提
と
な
る
よ
う
日

本
の
食
に
関
わ
る
考
え
方
や
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
と
方
向
付
け
し
て
も
ら
い
、
我
々

の
存
在
価
値
が
今
ま
で
以
上
に
高
く
な
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
あ
ら

た
め
て
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
組
合
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
い
ろ

い
ろ
な
面
で
不
満
や
誤
解
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
一
方
通
行
に
な

ら
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
解
決
を
し
な

が
ら
一
歩
ず
つ
前
進
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
協
力
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

四
期
目
の�

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に�

立
っ
て 

│
│�

四
期
目
の�

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に�

立
っ
て 

│
│�

代
表
理
事
組
合
長
　

代
表
理
事
組
合
長
　
�

　
O
橋
 
勝
義
勝
義
�

代
表
理
事
組
合
長
　
�

　
O
橋
 
勝
義
�

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
次
に
議
案
第
２
号
「
平
成
20
年
度
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号

「
第
６
次
農
業
振
興
計
画
及
び
中
長
期
経

営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」
議
案
第
４
号

「
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
」
議
案
第
５
号
「
㈲
広
域
運
輸
へ
の
出

資
に
つ
い
て
」
議
案
第
６
号
資
料
「
固
定

資
産
の
取
得
に
つ
い
て
」
一
括
上
程
さ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
現
在
は
厳
し
い
環
境
で
あ
る
が
少
し
づ

つ
改
善
を
し
な
が
ら
主
産
地
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
生
産
現
場
を
つ
く
る
た
め
、
組
合

員
の
経
営
に
対
し
て
融
資
を
含
め
様
々
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
b
橋
組
合
長
が

挨
拶
を
述
べ
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
�
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賞�

グランド チャンピオン�
グランドリザーブ チャンピオン�
シニア チャンピオン�
シニアリザーブ チャンピオン�
インターミディエイト チャンピオン�
インターミディエイトリザーブ チャンピオン�
ジュニア チャンピオン�
ジュニアリザーブ チャンピオン�
牧場牛群審査�
ベストアダー チャンピオン�

名　　　　　号�

サニーデール リー スター�
フラーリツシユ ローラ サム�
サニーデール リー スター�
リバービレツジ バター ジエスロ エアロスター�
フラーリツシユ ローラ サム�
メロデイ エクスプローラー ポリー�
センターリバー ＧＷ アンナ エコー ＥＴ�
ハツピーランド エンコア ジヤスパー スギ�
ベストスリー フィメイル�
サニーデール リー スター�

生年月日�

H14.  4.30�
H17.10.21�
H14.  4.30�
H15.12.  9�
H17.10.21�
H17.  3.  5�
H19.  1.14�
H18.  8.  7�
�
H14.  4.30�
�

出品者�

弾正原　正�
福嶋　寿顕�
弾正原　正�
川村　尊之�
福嶋　寿顕�
上村　孝和�
中川　　将�
福嶋　信博�
弾正原正牧場�
弾正原　正�

�

中標津町農協�

平成20年6月7日（土）�開催場所�

開催日時�

第38回�

■最高位・準最高位� 審査員     宮本　敏文 氏（ジェネティクス北海道道東事業所 所長）�

ホクレン根室家畜市場�
�

�

審査員　上館 伸幸氏（北根室農業改良普及センター）�

�1部（雄）�
2部（雌）�
3部（雌）�

安藤忠741�
ちよこ�
ゆきみ�
�

大内　勝利�
舟田　正義�
横田　国雄�
�

最優秀�
〃�
〃�
�

　
出
陳
頭
数
は
60
頭
で
、
デ
ー
リ
ィ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

富
ん
だ
優
秀
な
乳
牛
が
集
ま
り
、
中
標
津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

の
質
の
高
さ
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
�

　
審
査
員
に
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
・
道
東
事
業

所
所
長
・
宮
本
敏
文
氏
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ

的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー

リ
ィ
・
プ
リ
ン
セ
ス
に
は
千
葉
奈
々
絵
さ
ん
（
金
融
課
）・

角
田
麻
理
菜
さ
ん
（
畜
産
販
売
課
）
が
あ
た
り
シ
ョ
ウ
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
�

　
尚
、
審
査
の
結
果
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
及
び
ベ
ス

ト
ア
ダ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
弾
正
原
正
さ
ん
出
陳
の
サ
ニ

ー
デ
ー
ル
　リ
ー
 
ス
タ
ー
号
が
。
グ
ラ
ン
ド
リ
ザ
ー
ブ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
福
嶋
寿
顕
さ
ん
出
陳
の
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ

ュ
 
ロ
ー
ラ
 
サ
ム
号
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
牧
場
牛
群
審
査
（
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
フ
ィ
メ
イ
ル
）
の

部
で
は
、
弾
正
原
正
牧
場
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
�

って出品?
カッコイイですねー

第10回 和牛共進会 出陳頭数33頭�

グランドチャンピオン受賞で組合長とがっちり握手
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■各部１等賞入賞牛�
部�

1�
1�
2�
2�
3�
3�
4�
4�
5�
5�
6�
6�
7�
7�
8�
8�
9�
9�
10�
10�
11�
11�
12�
12�
�

名　　　　　　号�

アースイースト アスター ネツド ゼニス マリリー ＥＴ�
チエリーヒル ザ プリリー フォーチュン�
アースイースト リコライス ヒルトン�
フラーリツシユ チヤンピオン ローサ�
フラーリツシユ ゴールド ユツチ�
センターリバー リステル アンナ エコー ＥＴ�
センターリバー ＧＷ アンナ エコー ＥＴ�
エクセルシア エモリー ツリーバ�
ハツピーランド エンコア ジヤスパー スギ�
アースイースト アスター エミリー ゼニス ＯＣ ＥＴ�
ケイツー セプテンバー エルシー ＥＴ�
サニーデール クオンド ジェスロ�
フラーリツシユ ローラ サム�
ウオールナツツ クリスチナ マテイツク アニタ�
メロデイ エクスプローラー ポリー�
ハツピーランド アイデアル プロストーム�
ラツス テラソン コマンド�
ウオールナツツ リンカーン ローズ�
リバービレツジ バター ジエスロ エアロスター�
ケイツー アイガー ルドルフ�
サニーデール リー スター�
アースイースト マテイ エアロ フラワー ＥＴ�
弾正原  正 牧場�
福嶋  寿顕 牧場�

出品者�

佐々木宏之�
櫻井　幸一�
佐々木宏之�
福嶋　寿顕�
福嶋　寿顕�
中川　　将�
中川　　将�
久保　　剛�
福嶋　信博�
佐々木宏之�
笠井　一路�
弾正原　正�
福嶋　寿顕�
遠藤　昭男�
上村　孝和�
福嶋　信博�
高嶋　敦志�
遠藤　昭男�
川村　尊之�
笠井　一路�
弾正原　正�
佐々木宏之�

賞�

�
�
�
�
�
�
JC�
�
JRC�
�
�
�
IMC･GRC�
�
IMRC�
�
�
�
SRC�
�
GC･SC･BUC�
�
BTF

審査員　佐藤拓也氏（根室生産農業協同組合連合会）�
最高位�

�

2部4番�

�

杉岡　正美�マゴジャディヒメ�

第19回 種馬共進会 出陳頭数18頭�

乗って出品って出品?
カッコイイですねーカッコイイですねー

乗って出品?
カッコイイですねー

子馬に興味津々松田涼くん、
おじいちゃんと一緒

略称凡例�

◆ＪＲＣ…ジュニアリザーブチャンピオン�
◆Ｊ  Ｃ…ジュニアチャンピオン�
◆ＩＭＣ…インターミディエイトチャンピオン�
◆ＢＵＣ…ベストアダーチャンピオン�
◆ＩＭＲＣ…インターミディエイトリザーブチャンピオン�
�

◆Ｇ  Ｃ…グランドチャンピオン�
◆Ｓ  Ｃ…シニアチャンピオン�
◆ＧＲＣ…グランドリザーブチャンピオン�
◆ＳＲＣ…シニアリザーブチャンピオン�
◆ＢＴＦ…ベストスリーフィメイル�

宮本敏文審査員より特別賞を受けた中川泰征くん
（中央）と岡本絵美さん（右）
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根室農業改良
普及センター
北根 支所

　6月7日（土）ホクレン根室地区家畜市場にて�
平成20年度中標津町農協総合共進会及びＪＡな
かしべつ牛まつりが開催されました。�
　前日からの雨もあがり晴天に恵まれたなかでの
開催となり、今年度は中標津町民のみなさんに農
畜産業に対する親しみ・理解をより深めてもらう
ために、動物とのふれあい広場や農畜産販売、馬
車体験にスタンプラリーなど様々なイベントが行
われました。�
　特にふれあい広場では子牛や子山羊と、じかに
触れあえるということもあり大盛況でした。�
�JAAの牛乳配布に合わせて青年部では地区青協のミルメイクをの 乳 布に合わせて青年部では地 青協のミルメイクを手渡し

馬車体験、白馬にひかれて馬にひかれて

スタンプラリーに夢中! 組合員さんも家族連れだって参加して下さいました。組合員さんも 族連れだって参 して下さいました。

協力ありがとうございます。オーハシ様の出店 スタンプラリー抽選、スタンプラリ 抽選、～当たった～！飯野さん当たった ！飯野さん

野菜も大人気！

袋いっぱいに詰めろ!詰めろ!

子供も親もほ育体験 協力ありがとうございます町と根室も親もほ育体験 協力ありがとうございます町と根室地区農業改良普及センター様地 農 改良普及センター様子供も親もほ育体験 協力ありがとうございます町と根室地区農業改良普及センター様

JAの牛乳配布に合わせて青年部では地区青協のミルメイクを手渡し

馬車体験、白馬にひかれて

スタンプラリーに夢中!

女性部も出店に協力女性部も出店に協力性部も出店に協力女性部も出店に協力

組合員さんも家族連れだって参加して下さいました。

協力ありがとうございます。オーハシ様の出店 スタンプラリー抽選、～当たった～！飯野さん

野菜も大人気！

袋いっぱいに詰めろ!詰めろ!
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今からできる暑熱ストレス�
軽減と発情発見の工夫�

【換気】�
①牛舎内の換気を徹底的に行う。�

②日差しが直接牛体に当たらないよう日よけ・逃げ場を�

　作る。�

【飲水】�
①いつでも新鮮な水を十分に飲める環境を作る�

　夏場だけでも臨時水槽は有効です。（写真１）�

②水槽の掃除・水量の確保�

【飼料給与】�
①飼料給与回数を増やす。比較的気温が低いときに給与�

　するのが効果的。�

②粗飼料は嗜好性が良く、高品質で消化性の良いものを�

　あたえ採食量低下をおさえます。�

�

�
�

　発情観察は毎日の大切な仕事とはいえ、暑くなってくると人間も集中力が欠けてきます。ここではお金をか

けずに発情発見を効率よく行っている事例を一部紹介します。�

【観察時間の効率化】�
①観察しなくてはいけない牛（空胎牛）に目印をして観察する牛を絞り込む（写真２）�

②発情が来そうな牛を事前チェック　　�

　若牛で牛群全体が寝ている時間帯に歩き回る牛は発情の可能性が�

　あるため、朝５～６時頃に１回見回る。　　�

【記録・対応の後回し防止対策】�
①タイヤショベルに双眼鏡を置いて仕事中に発情をみつけたらすぐ�

　耳標を確認。�

②メモ・サインペンの用意　搾乳中は長靴にも書く。�

③携帯電話に発情牛番号をメモする習慣をつける。�

④自分が作業中の場合、近くにいる人にとりあえず伝える。�

【発情発見そのものを楽しむ】�
①掲示板の活用と発見者の記入�

②従業員が発情を間違って報告しても怒らない。（担当者の育成）�

③たくさんの目で見る。家族・訪問者も発見者の一人として活用。�

不明な点があれば、お気軽に普及センターへお問い合わせ下さい。（20153-72-2163）�

根室農業改良
普及センター
北根室支所北根 支所

根室農業改良
普及センター
北根室支所

普及の窓

 1  今からできる夏対策�
�

 2  発情発見する現場工夫例�
�

（写真２）分娩後カラーヒモを首に�
かけ空胎の目印にする。（未授精牛だ�
けをチェックするため、妊鑑で受胎�
を確認したらヒモをはずす。）�

（写真１）FSで夏季に増設された水槽。�

　いよいよ夏本番です。今年の乳牛における暑熱ストレスはすでに6月から始まっていたように思われます。

暑い日（気温が25度近くの日）には明らかに牛の呼吸が多くなっていましたし、農場によっては若干乳量

の低下も見られました。搾乳牛の生理から、環境温度が24度以上になると採食量にも影響を及ぼすことが

わかっています。�

　今年も暑熱ストレス軽減策を打ち、しっかり発情をみつけたいものです。�

�
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皆
様
方
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
時

下
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
ほ
ど
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 �

　
さ
て
、
私
こ
と
長
渕
重
樹
、
こ
の

ほ
ど
中
標
津
地
区
よ
り
中
標
津
町
農

協
の
理
事
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 �

　
今
こ
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、

努
力
の
汗
を
か
き
、
先
輩
理
事
者
の

足
手
ま
と
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
頑
張
る

覚
悟
で
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
前
任

者
の
瀧
場
理
事
同
様
、
格
別
の
ご
指

導
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 �

　
中
標
津
町
農
協
が
今
ま
で
歴
史
の

中
で
築
い
た
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
ご
教
示
い
た
だ
き

た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

私
も
中
標
津
町
農
協
理
事
に
就
任
し

た
ば
か
り
で
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
況
で
す
。
無
知
故
無
礼
な
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

節
は
ど
う
か
お
許
し
下
さ
い
。 �

　
皆
様
の
ご
健
康
と
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。�

�

　
今
期
の
役
員
改
選
で
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
に
わ
た
り
、
監

事
・
理
事
と
し
て
、
組
合
員
の
目
線
で
と
の
思
い
で
務
め

て
来
ま
し
た
が
、
充
分
な
仕
事
も
で
き
な
か
た
っ
と
反
省

す
る
ば
か
り
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
方
々

に
は
、
色
々
と
迷
惑
を
か
け
た
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
良

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
が
こ
れ
か
ら
も
農
協
が
組
合
員
の
負
託
に
充
分
応
え
ら

れ
る
組
織
と
し
て
機
能
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
さ
ら
な
る
発
展

と
組
合
員
の
皆
様
の
隆
盛
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。�

��

　
今
回
の
、
役
員
改
選
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

瀧
場
で
す
。�

　
在
任
期
間
中
は
組
合
員
、
役
員
、
職
員
等
皆
様
方
に
大

変
御
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
在
職
中
６
年
間
農
協
関
係
の
こ
と
で
は
色
々
勉
強
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
後
半
の
３
年
間
は
農
業
委
員

も
兼
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
忙
し
い
こ
と
で
は
大

変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
に
充
実
し
た
日
々
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
と
は
逆
に
体

調
不
良
に
な
っ
て
し
ま
い
、
皆
様
に
心
配
を
い
た
だ
き
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
農
業
も
含
め
社
会
情
勢
が
急
変
の
現
在
、
組
合
員
、
農

協
職
員
が
知
恵
と
体
を
使
い
難
局
を
乗
り
越
え
て
行
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
新
役
員
さ
ん
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
行
動
力
に
期
待
し
、
益
々
、
農
業
・
農
協
が

発
展
さ
れ
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

藤
井
美
智
夫
副
組
合
長
�

瀧
場
　
愼
二
理
事
�

厳しい時代の�
舵とりを皆様と共に!

長渕 重樹�
理事�

新役員紹介
�
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こ
の
度
、
第
61
回
通
常
総
会
に

於
い
て
理
事
に
選
任
さ
れ
、
今
、

農
協
運
営
に
携
わ
る
事
と
、
当
幌

地
区
代
表
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。�

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
非
常

に
厳
し
い
中
、
農
協
が
求
め
ら
れ

る
事
柄
や
農
協
が
抱
え
る
課
題
も

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
組
合

員
の
た
め
の
農
協
運
営
を
第
一
に

考
え
、
私
も
生
産
者
の
一
人
と
し

て
、
自
分
の
知
識
・
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
責
任
の
あ
る
行
動
を
取

り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
理
事
に
な
り
、
ま
だ
日
も
浅
く

わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、

日
々
勉
強
し
な
が
ら
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
役
員
の

方
々
、
農
協
職
員
に
迷
惑
を
か
け

る
事
が
な
い
よ
う
に
自
分
に
与
え

ら
れ
た
責
務
を
精
一
杯
果
た
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
去
る
６
月
10
日
、
寿
宴
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
定
期
総
会
に
お
い

て
新
し
く
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
、

第
二
俣
落
、
西
竹
地
区
の
滝
本
で
す
。�

　
自
身
の
経
営
環
境
、
労
働
力
等

を
考
え
た
と
き
、
と
て
も
農
協
役

員
を
引
き
受
け
る
状
況
に
な
い
と

は
思
い
ま
し
た
が
、
後
に
続
く
方
々

へ
の
先
鞭
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
引
き
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。�

　
い
ま
ま
で
は
外
野
席
か
ら
の
応

援
団
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ

る
立
場
と
な
り
、
最
近
の
酪
農
情
勢
、

農
協
運
営
へ
の
課
題
等
を
考
え
た

と
き
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
個
人
的
に
は
更
な
る
農
協
の
可

能
性
を
信
じ
て
い
ま
す
。
組
合
員

個
々
の
経
営
の
成
果
と
１
０
０
数

名
の
職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
結
し
、

実
現
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の

一
員
と
し
て
参
加
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
以
上
の
、

ご
指
導
と
助
言
を
お
願
い
し
、
挨

拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
変
え
ら
れ
る
も
の
は
変
え
ま
し
ょ
う
。

変
え
ら
れ
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
ま
し
ょ
う
。
起
き
て
し
ま
っ

た
事
を
嘆
い
て
い
る
よ
り
も
、
今
出

来
る
事
を
皆
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
は
ラ
ジ
オ
の
人
生
相
談
の
司
会
者

が
言
う
言
葉
で
す
。�

　
い
つ
の
時
代
も
社
会
の
す
べ
て
の

場
面
で
改
革
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
智
恵
を
し
ぼ
り
、
言
葉

を
尽
く
し
て
新
た
な
計
画
を
作
る
わ

け
で
す
が
、
当
然
そ
こ
に
は
賛
成
あ
り
、

反
対
あ
り
、
ま
た
妥
協
し
な
が
ら
多

く
の
時
間
を
費
や
し
て
初
め
て
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。�

　
最
近
は
よ
く
「
大
義
は
あ
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
、
賛
否
を
問

う
究
極
の
判
断
規
準
か
と
思
っ
て
い

る
と
、
価
値
観
の
問
題
だ
と
一
蹴
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
最
初
の

言
葉
で
す
。
今
出
来
る
事
を
皆
で
考

え
る
。
つ
ま
り
何
度
も
話
し
合
い
の

場
を
持
つ
こ
と
が
改
革
の
近
道
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
世
界
的
な
食
料
の
争
奪
が
現
実
と

な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津

の
監
事
と
し
て
微
力
な
が
ら
、
組
合
員
、

職
員
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
尽
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
６
月
の
総
会
を
最
後
に
し
て
役
員
と
し
て
任
務
を
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
何
か
し
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
挨
拶
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、

日
々
淡
々
と
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
精
一
杯
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
全
て
が
思
い
出
で
あ
り
、
日
々
反

省
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
も
、
役
員

研
修
は
、
通
常
な
ら
ば
決
し
て
行
く
事
の
で
き
な
い
場
所

や
地
域
に
、
中
々
味
わ
え
な
い
人
情
味
や
旅
先
な
ら
で
は

の
事
柄
を
見
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
し
、
味
わ
う
事
の
な
い

郷
土
料
理
も
頂
け
ま
し
た
。
ま
た
、
改
め
て
日
本
は
広
い

と
感
じ
ら
れ
る
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
役
割
は
、

役
員
と
し
て
の
楽
し
み
か
と
、
今
に
な
っ
て
思
う
と
こ
ろ

で
す
。�

　
私
も
今
年
は
還
暦
を
迎
え
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
・
節
目

で
も
あ
り
ま
す
。
数
多
く
の
組
合
員
・
役
職
員
に
大
変
御

世
話
に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
、
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
す
。�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

��

　
こ
の
た
び
、
３
期
９
年
の
監
事
職
を
終
了
す
る
に
当
た
り
、

多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
役
職
員
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
事
を
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
思
い
か
え
せ
ば
、
９
年
前
、
初
の
監
事
に
あ
た
り
「
こ

り
ゃ
俺
に
は
絶
対
不
向
き
な
仕
事
だ
」
と
認
識
し
つ
つ
、

自
分
な
り
に
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
風
が
わ
り
な
監
事
で
、
特
に
職
員
の
皆
さ
ん
は
面

を
く
ら
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。�

　
毎
回
監
査
の
た
び
に
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
組
織
の
勉
強
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
が
、
本
当
の
感
想
で
す
。�

　
今
後
は
我
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
が
よ
り
健
全
な
歩
み
を
続
け

る
事
を
期
待
し
、
静
か
に
見
守
り
、
当
分
の
間
、
息
子
の

酪
農
を
指
導
し
つ
つ
、
営
農
に
専
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
一
度
御
礼
を
申
し
上
げ
筆
を
お
き
ま
す
。�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

瀧
ヶ
平
義
明
監
事
�

鈴
木
　
祥
幹
理
事
�

飯島　 浩�
理事�

滝本　 広�
理事�

武田　 泉�
監事�
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第３回 理 事 会
開催月日　平成20年6月10日�
開催場所　農協中会議室�

出題／ニコリ

夢広がる�
クロスワード�

Crossword Puzzle

６
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答

『
ア
マ
ヤ
ド
リ
』

決
議
事
項
�

１
　
代
表
理
事
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て
�

２
　
副
組
合
長
及
び
理
事
の
職
務
順
位
の
決
定
に
つ

い
て
�

３
　
部
門
専
門
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
�

４
　
平
成
20
年
度
各
理
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給

時
期
支
給
方
法
に
つ
い
て
�

５
　
退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て
�

６
　
非
常
勤
理
事
の
使
用
人
兼
務
の
決
定
に
つ
い
て
�

７
　
常
勤
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
�

８
　
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
�

９
　
行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
書
提
出
に
つ
い
て
�

10
　
交
通
違
反
行
為
等
報
告
要
領
の
制
定
に
つ
い
て
�

11
　
共
済
担
当
者
使
用
車
輌
の
リ
ー
ス
契
約
更
新
に
つ
い
て
�

報
告
事
項
�

１
　
代
表
監
事
の
互
選
に
つ
い
て
�

２
　
員
外
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
�

３
　
平
成
20
年
度
各
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
と
支
給
時
期
及
び

支
給
方
法
に
つ
い
て
�

４
　
退
任
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
�

５
　
平
成
20
年
度
５
月
末
生
活
事
業
概
況
に
つ
い
て
�

第４回 理 事 会
開催月日　平成20年6月20日�
開催場所　農協中会議室�

決
議
事
項
�

１
　
第
61
回
通
常
総
会
の
意
見
に
係
る
対
応
に
つ
い

て
�

２
　
代
表
理
事
の
㈱
中
標
津
都
市
施
設
管
理
セ
ン
タ

ー
取
締
役
の
兼
職
に
つ
い
て
�

３
　
有
限
会
社
フ
ァ
ム
・
エ
イ
に
対
す
る
出
資
の
増

資
に
つ
い
て
�

４
　
平
成
20
年
度
 
重
点
指
導
組
合
員
、
指
導
組
合

員
に
つ
い
て
�

５
　
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て
�

報
告
事
項
�

１
　
Ｊ
Ａ
内
の
全
面
禁
煙
の
実
施
に
つ
い
て
�

当選者は井上直人さん（開陽）、原建治さん（俣

落）、松田貴裕さん（当幌）でした。おめでとう

ございます。

「酪農課乳製品工場係流通担当の服部寛昭です。

日頃より乳製品工場の製品をご利用いただきあり

がとうございます。

やっと夏らしく暑くなりアイスクリームの美味

しい季節になりました。中標津酪農対策協議会『ミ

ルクの里』では、トッピングを含めて10種類の

ソフトクリームをご用意して皆様の来店をお待ち

しています。

また、御中元に乳製品の詰め合わせもあります

ので是非ともご利用下さい。」

ご用命は酪農課172-3097までY
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二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

タテノカギ

ヨコノカギ

①夏目──は『坊っちゃん』や『三四郎』の
作者�
④ ──食う虫も好き好き�
⑥カトレアなど華やかな種類の多い花�
⑦暑い夜に涼めるゾーッとする話�
⑨大声で値段を言い合ったりして行う売買�
⑪試しに飲んでみること　ワインの──会�
⑫たくさんの項目について説明されている百
科──�
⑭薄暗くてコウモリがいたりする穴�
⑯海の軟体動物。モーとは鳴きません�
⑱雨がやんだあとに、忘れやすいもの�
⑳女王を中心に集団生活する種類もいる昆虫�
@1ハンコを押すこと�

①晴れた日は青く、曇りの日は灰色です�
②占い師に見てもらったりします�
③チャンス　絶好の──�
④無料です�
⑤病気などがうつること　──病�
⑧無花果と書きますが、食べるところが花な
んです�
⑩山道などでも見られる紫色の花�
⑪ラジオ局によって違う──数�
⑬一度出した意見や決定を取り下げること�
⑮海の水のこと　──汁はいわばシーフード
スープ？�
⑰人や車が通るところ�
⑲戸や障子の骨�

読
者
の
声

●
数
十
年
ぶ
り
に
学
生
に
な
っ
た
気
分
で
資
格
取
得
に

向
け
て
若
い
人
た
ち
と
机
を
並
べ
講
義
を
聞
き
、
実

技
を
行
い
、
老
眼
鏡
で
テ
キ
ス
ト
を
読
み
…
。
講
義

を
聴
き
な
が
ら
な
る
ほ
ど
…
。
テ
キ
ス
ト
を
読
み
な

が
ら
フ
ム
フ
ム
…
。
あ
〜
あ
、
そ
れ
な
の
に
私
の
頭

の
中
は
素
通
り
で
す
。
若
い
頃
、
年
上
の
方
が
「
あ

〜
年
は
と
り
た
く
な
い
も
の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
言

葉
が
ひ
し
ひ
し
と
身
に
し
み
ま
す
。
こ
の
号
が
出
る

頃
に
は
結
果
が
出
そ
う
で
す
…
が
し
か
し
、
ひ
と
り

ニ
ン
マ
リ
で
き
る
の
か
？
ま
ず
は
資
格
取
得
。
そ
の

次
の
目
標
は
。
人
生
残
り
少
な
い
よ
、
じ
っ
く
り
考

え
る
暇
が
な
い
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
早
く
進
ま
ね
ば
…
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
あ
じ
さ
い
さ
ん

資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
。
集
中
力
と
根
気
が
い
る
も
の

で
す
よ
ね
！
少
し
ず
つ
や
れ
ば
い
い
も
の
を
や
ら
な
い
と
、

や
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
年
も
や
れ
な
い
な
ぁ
〜
た
ぶ
ん
。

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
当
選
者
が
た
っ
た
の
２
人
な
ん
て

さ
み
し
い
で
す
ね
。
も
っ
と
色
々
な
人
に
パ
ズ
ル
を

や
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
！

▼
Ｐ
Ｎ
／
ゆ
で
玉
子
さ
ん

ゆ
で
玉
子
さ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頭
の
体
操

に
皆
さ
ん
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
各
地
の
話
題
な
ど

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
！

●
久
々
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
や
り
ま
し
た
。
豪
華
賞
品

期
待
し
て
ま
す
よ
！

▼
Ｐ
Ｎ
／
な
か
ん
じ
さ
ん

●
ル
ア
ー
が
何
個
あ
っ
て
も
た
り
ま
せ
ん
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ト
ラ
さ
ん

海
釣
り
、川
釣
り
？

こ
の
前
、当
幌
川
沿
い
で
、フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ（
練
習
か
？
）し
て
い
る
人
が
い
た
な
ぁ

●
つ
ち
の
こ
を
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
つ
ち
の
こ
さ
ん

Ｕ
Ｍ
Ａ（
未
確
認
生
物
）の
つ
ち
の
こ
で
す
。か
わ
い
が
る

っ
て
い
っ
て
も
〜

●
６
月
号
に
自
分
の
書
い
た
記
事
が
載
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
自
分
の
文
章
が
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ

う
な
広
報
誌
に
載
る
と
何
と
な
く
む
ず
が
ゆ
い
と
言

う
か
何
と
い
う
か
…
。
人
の
目
に
触
れ
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
な
文
章
が
書
け
れ
ば
な
ぁ
と
思
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
い
ろ
い
ろ
修
行
中
さ
ん

私
は
学
生
の
頃
に
、読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
し
た
コ
メ

ン
ト
が
記
事
に
な
り
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。恥

ず
か
し
い
よ
う
な
。ム
ズ
か
ゆ
い
よ
う
な
。で
も
、書
く
こ

と
や
主
張
す
る
こ
と
は
人
間
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
財
産

で
す
の
で
、ど
ん
ど
ん
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
最
近
、特

に
思
い
ま
す
。

●
直
感
で
パ
ズ
ル
の
答
え
を
答
え
ま
し
た
。
ア
マ
ヤ
ド
リ
。

ど
う
で
す
か
？

▼
Ｐ
Ｎ
／
牛
君
さ
ん

直
感
と
は
！
す
ご
い
。あ
る
程
度
、回
答
し
て
み
て
狙
い
打

ち
し
て
決
め
る
人
は
い
ま
す
が
、直
感
と
は
！
そ
し
て
、正

解
と
は
！

●
隣
で
解
い
て
い
た
方
の
を
カ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
し
た
。

ス
ミ
マ
セ
ン
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ト
ク
メ
イ
キ
ボ
ウ
さ
ん

潔
さ
が
素
敵
で
す
が
、プ
レ
ゼ
ン
ト
は
抽
選
な
の
で
結
果

は
ど
う
か
な
？

●
毎
月
の
頭
の
体
操
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

▼
田
島
ま
ち
子
さ
ん

頭
の
体
操
。昔
＝
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
。今
＝
読
み
書
き
電

卓
や
パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
な
ど
多
く
な
っ
た
分
、大
事
な

道
徳
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

●
全
て
の
も
の
が
値
上
が
り
す
る
中
、
外
出
す
る
の
が

い
や
に
な
り
ま
す
。
買
い
物
リ
ス
ト
を
書
き
な
が
ら
、

今
日
は
、
ま
だ
ま
だ
と
思
い
つ
つ
な
る
べ
く
週
に
一

回
に
し
よ
う
と
考
え
て
は
い
る
の
で
す
が
…
と
て
も

追
い
つ
か
な
い
感
じ
で
す
。
今
は
辛
抱
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
期
な
の
で
し
ょ
う
ネ
。
そ
れ
で
も
霜
の

心
配
も
な
く
な
り
、
冬
中
家
の
中
で
囲
っ
て
い
た
鉢

植
え
た
ち
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
太
陽
の
光
を
浴
び

て
い
る
の
を
見
る
と
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

水
や
り
の
仕
事
が
増
え
ま
し
た
け
ど
…
。
残
念
な
が

ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
今
年
は
縮
小
し
ま
し
た
！
で
も

丁
度
い
い
か
も
!!

先
日
、父
親
が
シ
バ
ウ
ラ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
畑
起
こ
し
し

て
い
ま
し
た
。私
が
畑
を
手
伝
う
暇
が
無
く
、時
期
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
。そ
の
模
様
は
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

載
せ
て
ま
す
。携
帯
電
話
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
が
、と

っ
て
も
か
わ
い
い
感
じ
。で
も
Ｐ
Ｔ
Ｏ
は
立
派
に
回
っ
て

い
た
の
で
同
時
に
恐
怖
も
覚
え
ま
し
た
。繁
忙
期
の
事
故

に
皆
様
注
意
し
て
お
い
し
い
草
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
こ
の
間
、
花
の
苗
、
ベ
コ
ニ
ア
を
数
本
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
育
て
て
、
毎

日
心
が
癒
さ
れ
ま
す
よ
ね
。
６
月
に
入
り
気
温
が
高

く
な
り
畑
の
作
物
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

乾
き
す
ぎ
な
の
で
、
ひ
と
雨
欲
し
い
で
す
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ベ
コ
ニ
ア
さ
ん

雨
が
降
る
と
朝
走
れ
な
い
の
で
困
り
ま
す
が
、雨
が
な
い

と
困
る
人
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。水
が
無
く
て
は
も
ち
ろ

ん
困
り
ま
す
。皆
さ
ん
防
災
に
対
し
て
の
備
え
は
万
全
で
し

ょ
う
か
？
今
年
は
色
々
な
異
常
気
象
や
災
害
の
当
た
り
年

で
す
の
で
、９
月
ま
で
に
は
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。忙
し
い
中
で
も
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
封
の
回
答
用
紙
に
答
え
や
一
言
コ
メ
ン
ト
（
必
須
）
な
ど
を
記
入
の
上
、
事
務
所
備
え
付
け
の
箱
ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
ご
応
募
下
さ
い
。
�
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ルーキーズ�
カレッジ�
ルーキーズ�
カレッジ�

第3期卒業生�
下山  健一�

ヨーロッパ研修報告�ヨーロッパ研修報告�
VOI.3

「
フ
ル
ー
ス
イ
ッ
ク
・
�

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
場
視
察
、�

Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ
社
で
の
説
明
・
�

工
場
視
察
」�

2日目�
�

　ルーキーズカレッジ第３期卒業生によるヨーロッパ海外研修報告の
３回目です。�
　前回は１日目後半部分「フリーカウトラフィックプレゼン、ファン
ギンケルファーム視察」について　林友也氏が報告しました。�
　今回は、２日目のフルースイック・ファミリー農場視察、LELY社
での説明・工場視察を下山健一氏が報告いたします。�

�●
フ
ル
ー
ス
イ
ッ
ク
･
�

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
場
�

　
オ
ラ
ン
ダ
の
ベ
ン
シ
ョ
ッ
プ

に
１
９
８
１
年
設
立
。
父
と
子

の
２
人
作
業
で
、
81
床
の
牛
舎

に
経
産
牛
64
頭
を
飼
育
、
平
均

乳
量
９
、
５
０
０
㎏
、
年
間
乳

量
６
０
０
ｔ
で
す
。
�

　
２
０
０
７
年
６
月
26
日
に
頻
回
搾
乳
、
柔
軟
性
の

あ
る
作
業
時
間
を
目
的
に
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
Ａ
３
を
１
台
導
入
、
レ
リ
ー
社
が
推
奨
す
る

フ
リ
ー
カ
ウ
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
余
分
な
扉
な
ど
を
排

除
し
、
牛
の
自
発
的
な
欲
求
を
尊
重
す
る
牛
舎
設
計
）

で
管
理
し
て
い
ま
す
。
�

　
飼
槽
給
餌
は
コ
ー
ン
・
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
、
乾
草
、

濃
厚
飼
料
を
25
㎏
設
計
で
給
与
し
て
い
ま
す
。
濃
厚

飼
料
を
搾
乳
ロ
ボ

ッ
ト
内
で
も
給
与

し
て
い
ま
す
が
、

Ｍ
Ａ
Ｘ
８
㎏
ま
で

と
し
て
、
足
り
な

い
牛
に
は
、
フ
ィ

ー
ド
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
不
足
分
を
与

え
て
い
る
。
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
訪

問
回
数
は
２
・
３
回
、

１
日
１
、
７
５
０

キ
ロ
を
１
台
の
ロ

ボ
ッ
ト
で
搾
乳
し

て
い
ま
す
。
�

　
初
生
、
育
成
の
管
理
は
、
生

後
３
日
間
初
乳
を
与
え
、
２
〜

３
週
間
ハ
ッ
チ
で
飼
育
。
オ
ス

牛
は
10
〜
11
日
で
平
均
１
５
０

ユ
ー
ロ
で
出
荷
さ
れ
（
１
ユ
ー

ロ
≒
１
６
０
円
視
察
時
）
、
メ

ス
牛
は
10
週
間
飼
育
し
て
預
託

牧
場
に
預
け
、
分
娩
予
定
日
の

１
週
間
前
に
戻
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
農
場

を
紹
介
い
た
だ
い
た
息
子
さ
ん

か
ら
は
、
自
慢
の
農
場
と
い
う

自
信
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
酪
農
を
し
な
が

ら
週
４
日
、
15
㎞
離
れ
た
農
業

大
学
校
で
教
師
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
こ
と

で
農
業
と
教
師
の
両
立
が
し
や

す
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
と
て
も
大
変
な
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
も
将
来
、

自
信
を
持
っ
て
自
慢
の
農
場
と

言
え
る
様
に
な
れ
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。
�

�●
レ
リ
ー
社
 
レ
リ
ー
の
歴
史
と

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
�

　
１
９
４
８
年
酪
農
を
営
む
兄

弟
２
人
が
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
目
指
し
て
、
レ
ー
キ
、
肥

料
散
布
機
、
パ
ワ
ー
ハ
ロ
ー
等

を
農
家
の
目
線
に
立
っ
て
開
発

生
産
し
、
レ
リ
ー
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
で
は
特
許
を
多

数
取
得
し
て
い
ま
す
。
１
９
８

０
年
代
か
ら
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
を
始
め
、
１
９
９
２
年
マ

ー
ケ
ッ
ト
進
出
、
最
新
の
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
２
０
０
５
年
の

ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ト
・
Ａ
３
ロ
ボ

ッ
ト
で
、
５
千
台
、
26
カ
国
（
２

０
０
７
年
10
月
現
在
）
に
普
及

さ
せ
て
い
ま
す
。
�

　
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
、
搾
乳
作
業
か
ら

の
開
放
に
よ
り
、
仕
事
と
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
余
裕
が
で
き
る
こ
と
。

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

様
々
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
進
ん
だ
個
体
管
理
が
可
能
。

作
業
者
１
人
あ
た
り
の
生
産
乳

量
が
最
も
多
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
�

�●
レ
リ
ー
工
場
視
察
�

　
３
０
０
人
が
働
い
て
い
る
工

場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
現
在

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
Ａ
２
ロ
ボ

ッ
ト
と
Ａ
３
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造

し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
３
ロ
ボ
ッ

ト
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、

ロ
ボ
ッ
ト
製
造
ラ
イ
ン
を
Ａ
３

ロ
ボ
ッ
ト
専
用
に
し
、
１
日
に

５
台
製
造
可
能
な
体
制
で
す
。

Ａ
２
ロ
ボ
ッ
ト
は
数
人
の
職
人

達
が
作
っ
て
い
ま
し
た
。
�

　
い
く
つ
か
の
農
場
を
見
て
、

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
労
働
力
の

足
り
な
い
農
場
に
は
と
て
も
魅

力
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま

し
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

す
べ
て
の
農
場
の
人
が
満
足
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
て
、
思

っ
て
い
た
以
上
に
一
連
の
動
作

が
速
く
、
乳
房
の
形
の
悪
い
牛

に
も
正
確
で
し
た
。
�

�　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
農
業
に
対

す
る
規
制
が
厳
し
く
、
動
物
愛

護
の
考
え
で
つ
な
ぎ
飼
い
牛
舎

は
法
律
に
触
れ
る
と
聞
い
て
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
内
で
も
国
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
２
頭
の

牛
を
飼
う
の
に
１
ha
必
要
な
こ

と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
�

　
今
回
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
視

察
旅
行
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
の

自
分
の
将
来
に
少
し
で
も
役
立

つ
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
�

フ
リ
ー
ス
イ
ッ
ク
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
場
�

レ
リ
ー
社
で
説
明
を
聞
く
�

リピートブリーダーへの対処�
�

早期流産�

子宮内汚染�

追い移植の利用�
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家畜改良課より�

　毎日の発情発見を行い、繁殖改善に力を入れてい

るのに『受胎しないウシがいる』『バラバラな周期

で発情がくる』ということはありませんか。受胎し

ない原因をある程度特定し、対策を行うことも繁殖

改善には必要です。�

　３回以上適切な授精を行っても受胎しない場合は、

ウシ自体になんらかの問題があると考えられます。�

�

例えば…�

　①受精卵ができても着床しない、もしくはすぐ

に剥がれてしまう。（早期流産）�

　②子宮内が細菌等により汚染されている。�

　③卵管が詰まっていて、排卵しても卵子が子宮

まで降りてこない。卵子自体に異常がある。�

　　　　　　　　　　　　などが考えられます。�

�

�

�
�

　受精卵が早い段階で死滅してしまうことを早期流

産や早期胚死といいます。�

　ある研究によると、泌乳中の乳牛のうち12.8％が

50日以内に早期流産しているようです。流産する原

因としては乾乳後期～分娩後の管理や夏季のヒート

ストレスなどが挙げられますが、原因を特定して流

産を防止することは難しいことです。早期流産が予

想される発情回帰が続く場合は、授精師や獣医師と

相談しホルモン剤などを投与することが有効な手段

のひとつでしょう。�

�

�
�

　雌の生殖器は外陰部から膣（ちつ）～頸管～子宮

という構造です。また、腰部（腰角）から尻の骨（坐

骨）にかけての背骨のラインとほぼ平行になってい

ます。�

　右上の図のように、腰角に比べ坐骨の高いウシでは、

尿が逆流し尿膣となりやすくなっています。尿は子

宮内を汚染し、卵子や精子が生存しにくくなったり、

受精卵が着床しにくい環境になってしまいます。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　このような尿膣牛への対応として、排卵確認後の

子宮洗浄（イソジン薬注や抗生物質注入など）が一

般的です。また改良課では、少しでも子宮内に細菌

などを持ち込まないため、シース管カバーを用意し

ています。�

�

�
�

　受胎しないウシの究極の理由として、卵管が詰ま

っていて卵子が降りてこない場合や、排卵される卵

子に受精能がない場合もまれにあります。（発情後

に排血があった場合は、卵管に異常はないと考えら

れます。）�

　このような問題を解決する最終の手段として『追

い移植』があります。これは通常の人工授精の７日

後に受精卵移植を行う方法です。用いる受精卵は、

比較的安価な体外Ｆ１卵を使っています。�

　移植した受精卵からは「着床ホルモン」や「黄体

を維持するホルモン」も放出されているため、ホル

モンの分泌不足で受胎しなかった場合にも有効な手

段とされています。�

�

�

�

�

　『追い移植』はプログラムの組み、ホルモン剤投

与などと合わせて行うのが一般的です。�

　詳しい内容については担当授精師�

等に相談ください。�

発情＋�
　人工授精�

排　卵�
（１日目）�

追い移植�
（７日目）�

▲腰角と坐骨が平行�

▲腰角より坐骨が高い�

背骨（坐骨高）�

直腸�
尿の流入�

子宮�

尿による子宮汚染�

膀胱�

膣� 頸管�

リピートブリーダーへの対処�
�

早期流産�

子宮内汚染�

追い移植の利用�

リピートブリーダーへの対処�
�

早期流産�

子宮内汚染�

追い移植の利用�
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平
成
20
年
度

第
１
回
青
年
部
役
員
と

未
来
を
語
る
会

多
く
の
情
報
と�

　
　
　
貴
重
な
経
験�

6/13
　
６
月
13
日
11
時
よ
り
２
階
会

議
室
で
第
１
回
、
組
合
長
、
部

長
以
上
職
員
と
青
年
部
役
員
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
青
年
部
で
は
２
月
に
農
協

理
事
と
の
懇
談
会
を
開
い
て
お

り
ま
す
が
、
農
協
実
務
レ
ベ
ル

の
話
を
す
る
場
合
に
は
農
協
担

当
者
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
部
長
、

参
事
、
組
合
長
と
青
年
部
役
員

と
の
意
見
交
換
を
行
な
う
事
も

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
部

よ
り
依
頼
し
、
昨
年
よ
り
開
催

し
て
い
ま
す
。
�

　
中
林
青
年
部
長
、
b
橋
組
合

長
の
挨
拶
の
後
、
各
自
自
己
紹

介
を
し
て
意
見
交
換
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
最
初
に
農
協
各
部

長
よ
り
最
新
の
農
業
情
勢
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
ま
ず
、
決
ま
っ
た
ば
か
り
の

追
加
緊
急
対
策
の
概
要
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
生
乳
の
生
産

状
況
や
、
配
合
飼
料
な
ど
の
値

上
げ
、
５
月
の
ク
ミ
カ
ン
に
入

っ
た
４
月
の
乳
代
の
話
な
ど
、

多
く
の
情
報
を
い
た
だ
き
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
近
年
の
青
年
部
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
橋

組
合
長
か
ら
は
ポ
イ
ン
ト
を
絞

っ
て
負
担
を
か
け
す
ぎ
な
い
企

画
を
し
て
活
動
し
て
欲
し
い
と

の
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
昼
食

を
挟
ん
で
３
時
間
半
と
い
う
時

間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
部
員
の
中
に
は

発
言
で
き
な
か
っ
た
部
員
も
い

ま
し
た
が
、
第
２
回
、
３
回
と

回
を
重
ね
、
よ
り
実
り
の
多
い

会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
�

▼
記
＝
情
報
発
信
委
員
長
安
田
正
嗣
�

�������　
青
年
部
で
は
、
６
月
25
日
d

Ｊ
Ａ
中
標
津
中
会
議
室
に
て
国

家
公
務
員
初
任
行
政
研
修
員
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

役
場
か
ら
農
協
へ
打
診
が
あ
っ

た
も
の
で
、
青
年
部
が
対
応
、

い
わ
ゆ
る
官
僚
候
補
３
人
に
対

し
て
地
域
農
業
の
課
題
を
踏
ま

え
た
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
も

の
。
役
場
職
員
２
人
と
中
林
青

年
部
長
、
山
下
・
林
副
部
長
と

私
と
青
年
部
事
務
局
が
担
当
し

ま
し
た
。
�

　
前
段
、
各
自
名
刺
交
換
を
し

て
中
林
青
年
部
長
の
挨
拶
、
そ

れ
か
ら
中
標
津
町
、
Ｊ
Ａ
中
標

津
の
概
要
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

官
僚
候
補
の
３
人
は
自
分
が
想

像
し
て
い
た
よ
り
若
く
肩
透
か

し
を
く
っ
た
感
じ
で
し
た
が
、

質
問
内
容
で
は
自
分
た
ち
が
普

段
考
え
て
い
な
い
切
り
口
の
質

問
が
多
く
驚
き
ま
し
た
。
�

　
質
問
の
中
心
は
牛
乳
に
関
す

る
も
の
で
し
た
。
乳
価
の
決
め

方
や
中
標
津
町
Ｊ
Ａ
中
標
津
の

酪
農
事
情
に
つ
い
て
な
ど
を
説

明
、
チ
ー
ズ
工
房
を
各
戸
が
持

っ
て
は
ど
う
か
？
　
な
ど
地
域

の
実
情
や
経
済
性
、
保
健
所
の

許
認
可
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
を
加

味
し
な
い
柔
軟
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
�

　
山
下
、
林
両
副
部
長
は
Ｐ
Ｒ

委
員
長
の
経
験
を
生
か
し
て
の

話
題
を
切
り
口
に
、
酪
農
の
実

情
を
説
明
。
私
は
一
昨
年
幹
部

研
修
に
参
加
し
た
時
に
得
た
教

訓
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
�

　
ほ
ぼ
１
時
間
と
い
う
と
て
も

短
い
時
間
で
の
話
し
合
い
で
は

到
底
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
中
標
津
で
研
修
を

受
け
た
官
僚
候
補
の
皆
さ
ん
に

は
大
き
く
な
っ
て
（
出
世
し
て
）

ま
た
中
標
津
に
来
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
�

▼
記
＝
筒
井
辰
也
副
部
長
�

地
方
自
治
体

研
究
派
遣
研
修
協
力

官
僚
候
補
生�
     

×
Ｊ
Ａ
青
年
部�

6/25

農協事務所及び現場部署施設内の禁煙について�農協事務所及び現場部署施設内の禁煙について�農協事務所及び現場部署施設内の禁煙について�
　農協事務所分煙化については職員組合からの要求もあり、現在公共施設の
みならず各関係機関でも禁煙・分煙化が進められてきていることから、当組
合においても事務所内及び現場部署施設内の禁煙を開始致します。�

平成20年7月1日（火）から行っております。�
１階管理部側裏口分煙機設置場所のみ�事務所内喫煙可能場所�

掲示板�
みんなの

掲示板�
みんなの

森田氏（財務省）、前田氏（農林水産省）、越智氏（国土交通省）�
（前列左より）�
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農協事務所及び現場部署施設内の禁煙について�農協事務所及び現場部署施設内の禁煙について�

雄
大
な
自
然
・
大
き
な
牧
場
・

人
の
優
し
さ
を
体
感

当
J
A
協
力
22
年
目
を
迎
え
た
�

 
 
兵
庫
県
立
氷
上
高
校
就
業
体
験
実
習
�

　
６
月
23
日
か
ら
兵
庫
県
立
氷
上

高
校
の
生
徒
15
人
が
、
11
戸
の
酪

農
家
に
わ
か
れ
て
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
酪
農
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
７
月
２
日
ま
で
の
10
日
間
の

日
程
で
す
。
�

　
初
め
て
の
北
海
道
体
験
の
だ
い
ご

味
と
親
元
を
離
れ
て
の
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
イ
。「
不
安
と
期
待
が
入
り
交
じ

っ
た
毎
日
で
し
た
が
、
酪
農
作
業
の

厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
味
わ
う
事
が
出

来
ま
し
た
と
笑
い
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。」
�

　
今
年
の
受
入
は
Ｊ
Ａ
中
春
別
が

加
わ
り
、
十
勝
と
Ｊ
Ａ
標
津
・
Ｊ

Ａ
べ
つ
か
い
・
当
Ｊ
Ａ
に
わ
か
れ

て
の
体
験
実
習
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
体
験
を
通
し
て
心
が
一
回
り
も

二
回
り
も
大
き
く
な
っ
た
事
と
思

い
ま
す
、
今
後
の
人
生
に
役
だ
て

ば
幸
い
で
す
。
�

　
最
後
に
受
入
に
御
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は

ご
指
導
と
お
世
話
を
下
さ
り
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

メタボリック対策で『特定健康診断受診』などが�
国民健康保険加入者の義務に！�

４月１日から国の

医療費負担削減政策

の中で医療費負担の多くなる病気因子を持つ人

を少なくするため、「特定健康診査・特定保健

指導」が義務化されました。

その内容は、メタボリックシンドロームとそ

の予備群と思しき方に対して健診後６カ月でど

の程度改善されたかを見ていくような仕組みに

変わったものです。

中標津町国民健康保険（以下中国保）加入の

組合員とその家族の方については、中標津の場合、

国の制度の40歳から74歳までの方に加え30歳

から39歳の方も独自に補助して、また、75歳

以上の方で『後期高齢者医療保険』加入の方は『健

康診査』を受診するものです。

この仕組みで大変なところは、中標津で言う

と特定健康診査対象者、中標津町推定で5,000

人以上、現在、年間受診者が500人程で、約10

％だということ。国が示しております５年後の

国保での特定健康診査受診率は65％以上（特定

健康指導の実施率45％、メタボリックシンドロ

ームの該当者及び予備軍の減少率10％）だとい

うことですので、このまま低い水準でいきます

と５年後の後期高齢者医療へ町の国保から負担

する支援金が割増されることがあるということで、

国保財政の運営に影響が出る可能性があるのです。

繁忙期を向かえ、様々な仕事が複合的に忙し

くなっている皆さんにも、突発的な事故や怪我

含め、健康管理や安全対策に真剣に取り組んで

いただかなければいけない状況になっています。

経営主のお父さんだけでなく、30歳以上の奥さ

ん、息子さんなども含め、「健診受診がみんな

の義務」になっているので、多くの方々の受診

をお願いいたします。

詳細については今月号同封の健診案内をご覧

下さい。

本年度は９月17日D・ＪＡ中標津での移動健

診を国保加入の組合員とその家族の皆様の基本

健診日といたします。
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�
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(月)�

(火)�

�

(水)�

(木)

�

青年部料理講習会（しるべっと）�

Jrホルスタインクラブ春のイモ植え体験�

地区女性協ＯＧ会、ビート受入日程会議�

第１回役員協議会、第２回企画会議�

中標津町結婚対策協議会総会、中標津地区牛祭り�

北海道コントラ連絡協議会通常総会�

第39回根室地区酪対総会�

ローソン会議～６日�

第３回熟年会役員会�

農協総合共進会�

フレミズ主催ランチ交流会�

第61回通常総会、中標津農業高校実習生受入�

第３回理事会、農業高校企業実習～20日�

代表監事連絡会議　11:00～農業会館�

酪農実習生交流会、和牛改良組合現地研修�

HBCラジオ（カーナビラジオ出演会議）�

熟年会日帰り研修旅行、女性部宿泊研修～14日�

根室地区女性部研修会（寿宴）、あるる企画会議�

中標津農業高校実習解散式、地産地消協議会�

固定資産監査、根室管内草地推進協議会総会�

氷上高校受入�

カーナビラジオ出演�

SSミーティング�

�

�

�

道庁畜産振興課長他来組、ＬＡ特別研修会�

氷上高校酪農実習終了式�

体審調査～5日�

�

�

�

自記温度計研修会�

�

�

黒毛和種改良業務担当者会議�

�

�

�

�

�

第１回フレミズ代表者会議（女性部）�

�

�

同志会青森共進会視察研修～21日�

役職員野球大会（別海町営球場）�

海の日�

�

青年部　ＰＲ委員会�

�

ＪＡ夏まつり2008�

�

�

あらかると一泊研修（加工部会）～29日�

第２回営農委員会、ジュニア釧路根室合同�

サマースクール～30日�

学校給食研究協議会主催料理講習会（加工部会）�

熟年会親睦ＰＧ大会�

2007年夏のCMポスターより�

簡単ツナとチーズのマフィン
今回は、青年部が６月１日に行った牛乳乳製品を使った料理講習会の

山際睦子先生レシピから簡単ツナとチーズのマフィンです。

①ボウルに卵、牛乳、ホットケーキミ
ックスを入れてさっと混ぜ、ツナと
マヨネーズも加えます。�
�
②しっかりと混ぜ合わせたら角切りに
しておいたチーズを入れて軽く混ぜ
ます。�
�
③型に生地を流し入れて、粉チーズを
かけて、180℃のオーブンで焼く（20
分程度）途中で何度かオーブンをの
ぞいて見てプクーっとふくらんだら
完成です。�
�

●簡単ツナとチーズのマフィン（３人分）

●作り方●�

●材料�
　ホットケーキミックス200g、�
　中標津ゴーダチーズ50g、�
　中標津牛乳60cc、粉チーズ適宜、�
　マヨネーズ適宜、卵１個、�
　ツナ缶１個、マフィンの型�

③

②

①

③

②

①

完成!!!!完成!!!!完成!!
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